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旧三菱商事株式会社の 
解散に伴い、 
同社の化学品、資材、 
業務関係者により設立

1947
三商株式会社と 
合併

1959
中国から 

「友好商社」に 
指定される

1962
年間売上高 
500億円達成
本店を現在地に 
移転

1965
千葉グラスロン販売 

（現東京グラスロン）の 
設立に参加

1969

年間売上高1,000億円達成
東京証券取引所市場第二部に上場
東京証券取引所市場第一部へ昇格

1973

十全に出資1972

ソーケンを設立1975

北京に駐在員事務所を設置1980

明和産業（上海）有限公司を設立1996

Meiwa Vietnam Co., Ltd. を設立2012

ソウルに駐在員事務所を設置2014

Meiwa（Thailand） Co., Ltd. を設立
Thai Meiwa Trading Co., Ltd. 
及び PT. Meiwa Trading 
Indonesia を設立

2015

年間売上高 
100億円達成

1957

会 社 沿 革

中期経営計画2022 
（2020～2022）をスタート2020

東京証券取引所 
プライム市場に上場2022

当社は、化学品をはじめ、潤滑油、建材、二次電池
や自動車部品など、様々な分野において事業を展開し
ております。中国においては、長年にわたる取引に
よってこれまでに積み上げてきた信頼やネットワーク、
知見・ノウハウを活かし、地場に根付いた取り組みを
積極的に行ってまいりました。
不確実性が高まる経済や、脱炭素社会の実現に向け
た社会変動、デジタル化の急速な進展など、取り巻く
環境は大きく変化をしております。
1947年の設立以来、事業を拡大してきた当社は、社
是である「明光和親」の精神のもと、今後とも持続的
な成長と新たな価値の創出を目指してまいりますので、
引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長　吉田 毅



グローバルネットワーク

海 外 事 業 所
■ �北京駐在員事務所 

中華人民共和国 100004  
北京市朝陽区東三環北路5号 北京発展ビル912-914室

■ �ソウル駐在員事務所 
Room 1914, Saemunan-ro, 92, Jongno-gu, Seoul, Korea

海 外 現 地 法 人
■ �明和産業（上海）有限公司 

中華人民共和国 200070  
上海市静安区恒通路268号 凱徳星貿大厦15楼1501-8室

■ �Meiwa Vietnam Co., Ltd. 
12F, Saigon Centre, 65 Le Loi Street, District 1 
Ho Chi Minh City, The Socialist Republic of Vietnam

■ �Meiwa (Thailand) Co., Ltd. / Thai Meiwa Trading Co., Ltd. 
18F, Liberty Square Bldg., Unit.1805, 
287 Silom Road, Silom, Bangrak, Bangkok 10500, 
The Kingdom of Thailand

■ �PT. Meiwa Trading Indonesia 
Sentral Senayan I - 5th floor, Jl. Asia Afrika 8, 
Gelora Bung Karno, Senayan, Jakarta - Pusat 10270

国内外11拠点による「グローバル展開」
　当社は中国以外にもベトナム・韓国・タイ・インドネシアにも拠点をもち、アジア地域を軸として
積極的に海外展開を進めております。
　今まで築いてきた国内外のお取引先様とのネットワークと豊富な海外でのノウハウにより、商材
に関するニーズのキャッチアップを加速させ、アジアを中心としたグローバル化をより強固なものへ
と進化させます。

60年にわたるビジネスノウハウ「中国ビジネス」
　当社には旧共産圏諸国の貿易窓口として取引してきた歴史があり、特に中国は友好商社に指定
される等、長きにわたる中国ビジネスによって構築された販売、物流拠点、情報網、取引ノウハウ
により、当社の売上高のおよそ3分の1を占めております。
　中でも潤滑油取引については、上海を中心として全土に張り巡らされた営業拠点及び、物流拠
点といったネットワークにより支えられており、ENEOSとの合弁による現地工場も操業しております。

● 国内事業所
● 海外事業所
● 海外現地法人

東京

名古屋

大阪

福岡

ソウル
北京

上海

バンコク

ホーチミン

ジャカルタ

■ 本　　　店 〒100-8311 東京都千代田区丸の内三丁目3番1号 新東京ビル3階
■ 大 阪 支 店 〒541-0042 大阪府大阪市中央区今橋四丁目4番7号 京阪神淀屋橋ビル6階
■ 名古屋支店 〒450-8540 愛知県名古屋市中村区名駅四丁目5番28号 桜通豊田ビル13階
■ 九州営業所 〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前一丁目4番4号 東京建物博多ビル11階

国 内 事 業 所

各地域で培った経験を活かし、事業基盤の
強化を図るネットワークを構築します。

国内
64%

海外
36%

国内・海外
売上高比率
（2022年度）



社 名 明和産業株式会社（MEIWA CORPORATION）
U R L https://www.meiwa.co.jp/
所 在 地 〒100-8311　東京都千代田区丸の内三丁目3番1号

TEL.03-3240-9011　FAX.03-3240-9561
設 立 1947年（昭和22年）
資 本 金 40億2,400万円
売 上 高 156,662百万円（2023年3月期連結）
代 表 者 代表取締役社長　吉田 毅
事業内容 資源・環境ビジネス、難燃剤、機能建材、石油製品、

高機能素材、機能化学品、合成樹脂、電池材料、自動車等の関連事業

株 式 東京証券取引所プライム市場上場
主要株主 三菱商事株式会社

 ▶ 基 本 理 念
環境問題は、その影響が地球的規模の広がりをもつとともに、次世代以降にも
及ぶ深刻な問題であり、明和産業は社是である「明光和親」の精神に則り、健
全な事業活動に於いて地球環境保全に積極的に対応し、以て企業市民の一員と
して広く社会に貢献し、社会との共生を図る。

 ▶ 行 動 指 針
1. 自然環境への配慮
　国内外において商品取引、事業投資を展開するに当っては、常に地域社会及
び生態系への影響に配慮するとともに、環境保全型事業を推進することにより、
社会への環境負荷の低減に貢献するよう心がける。

2. 資源・エネルギーの効率的利用
　資源・エネルギーの効率的利用に努める。

3. 循環型経済社会への寄与
　我社の活動のみならず、取引先や関連会社にも働きかけ、廃棄物の削減やリ
サイクルによる資源の有効利用を促進し、循環型経済社会の形成に寄与する。

4. 環境関連法規等の遵守
　環境に関する法規制・条約等を理解・遵守し、環境汚染の防止に努める。

5. 環境管理体制の整備
　この環境⽅針を達成するため、商社の特性を活かした環境マネジメントシステ
ムを構築し、定期的に見直しを行い、システムの継続的改善に努める。

　この環境⽅針は全社員に周知徹底し、社外に対しても公表する。

JISQ 14001
I S O 14001
J S A E 5 2 1

会社概要

会 社 概 要

十全株式会社 東京都千代田区鍛冶町一丁目5番7号 江原ビル4階
化学品、食品添加物等の輸出入及び国内販売

株式会社武田商事 東京都墨田区東墨田二丁目20番6号
工業薬品の製造・販売、
薬品タンク設備、上下水道排水設備一式の販売

株式会社アケア 青森県八戸市北インター工業団地三丁目2番88
水処理薬品及び工業薬品並びにこれに付随した機器の販売
工業用水処理装置等の販売並びに据付工事

東京グラスロン株式会社 東京都千代田区神田佐久間町二丁目15番地 加藤ビル
防音、遮音、不燃、断熱の建材資材の販売

ソーケン株式会社 大阪府豊中市蛍池西町二丁目8番36号
防音、遮音、不燃、断熱の建材資材の販売

株式会社鈴裕化学 茨城県守谷市百合ケ丘一丁目2420番地
難燃剤の研究開発、製造

クミ化成株式会社 東京都千代田区外神田六丁目13番10号 プロステック秋葉原4階
自動車内装部品の研究開発・設計・製造・販売
OA/通信機器などの樹脂、ゴム製品の製造・販売

P.T. Pakarti Riken Indonesia Jl, Sukodono, Gedangan, Sidoarjo 61254, Indonesia

主 要 関 連 会 社

環 境 への 配 慮



第一事業部門

資源･環境ビジネス事業部では、鉱物資源や無機材料、金属製品、環境商材、医薬中間体
の各分野で中国を中心とする幅広いネットワークやパートナーとの良好な関係を活かし新たな
価値の創造を提案しています。
中国で深耕したレアアース・レアメタル取引の長い歴史と経験を有してきた金属製品取引を
マッチングし市場ニーズに合わせたビジネス創出を展開し、また、国内外のお取引先様への
環境商材、医薬中間体などの提案を積極的に進め、環境保全・生活の改善に貢献してまい
ります。

資源・環境ビジネス事業部

幅広いネットワーク及び各分野におけるパートナーとの良好な関係を活かし新たな事業を提案してま
いります。
例えば、強みである中国や東南アジアにおいて、これまで蓄積した経験や豊富な知見をパートナー
へ提供し、事業継続性の高い企業となるお手伝いができるよう、既存ビジネスにとらわれない事業
展開を目指します。

事 業 の 強 み

レアアース、レアメタル、環境商材、金属製品、活性炭、
石英、無機原料、医薬中間体、他

担 当 分 野



第一事業部門

難燃剤事業部は関係会社である株式会社鈴裕化学との連携のもと、中国、タイで難燃助剤
である三酸化アンチモンをOEM生産。パウダー・湿潤タイプに加え、マスターバッチも製品
化しています。難燃剤も臭素系を中心に各種取り揃え、日本をはじめ中国、韓国、東南ア
ジアなど幅広い国々で取引展開をしております。難燃剤の普及を通じて火災から人命を守る
ことにより安心・安全な社会環境へ貢献しています。

難燃剤事業部

難燃剤は品質管理、分析、難燃受託試験、フォーミュレーション技術に強みをもつ株式会社鈴裕化
学との連携により三酸化アンチモン、臭素系・燐系難燃剤など多品種製品の品揃えにより、幅広
い顧客ニーズに合わせた製品提案を行うことで事業領域の拡大に取り組んでいます。また日本をは
じめ、米国、中国、韓国の難燃剤メーカーと長年にわたり取引をし、大手樹脂・コンパウンドメー
カーや家電、自動車部品、建材メーカーをお客様として商品の供給をしております。

事 業 の 強 み

三酸化アンチモン、各種難燃剤、TBA・TBP、他
担 当 分 野



第一事業部門

機能建材事業部では、断熱分野、防水分野、内装分野、木質梱包材・保安用品材分野を
主な事業領域とし、建材事業を通じて、省エネルギー社会の実現や居住者の生活環境向上
に寄与すると共に、事業パートナーと社会の問題解決に取り組み、ビジネス機会の創出に繋
げる取り組みをしています。近年では、環境対応商品に加え、施工現場の省力化・高効率
化に貢献する商品開発も積極的に進めています。培ってきたネットワークを基に、新需要の
発掘やそれに順応するビジネスモデルの企画・立案を行い、お客様固有のニーズに対応する
ことで、常に信頼と高いご評価を頂けるように努めております。

機能建材事業部

長年にわたり築き上げた国内及び海外のネットワークを活用し、総合的なサービスの提供に取り組
んでおります。断熱分野、内装分野では、事業投資先を中核に施工業者にアクセスしており、物
流機能の拡充や、きめ細かいサービスを提供しております。防水分野では、設計事務所・施主に
対してもサービスを提供し我社機能の強化を着実に進めています。
木質梱包材・保安用品材分野では海外取引を中心に各分野における受託加工取引も積極的に展開
しています。一歩踏み込んだソリューション型ビジネスを追求し、お客様の事業基盤の強化を支援
していきます。

事 業 の 強 み

防水材、断熱材・副資材、内装材、店舗内装材、床材、
木質梱包材、住設機器、他

担 当 分 野



第二事業部門

石油製品事業部は、長年の石油製品トレーディングを通じ、日本国内においては基盤事業と
してENEOS製潤滑油販売、主原料であるベースオイル、添加剤に至るまでサプライチェー
ンを構築しております。
また、流動パラフィン及び溶剤等のラインナップも強化し、多様なニーズに対応し、顧客満
足度向上に努めています。
貿易取引においては、中国向けENEOS製ベースオイル・潤滑油製品、SK lubricantsベース
オイル、添加剤等の安定供給を成長事業とし、東南アジア向けベースオイル・燃料等の輸
出・三国間トレーディングを拡大しております。

石油製品事業部

石油製品事業部は、日本国内において、ENEOSの特約店として半世紀以上にわたり、石油製品全
般の国内販売、輸出を行っております。
また、三菱商事株式会社、国内大手石油会社、海外においては、韓国SK lubricants、韓国石油
会社、その他台湾、タイランド等、多岐にわたり石油製品の供給体制を構築しております。

事 業 の 強 み

担 当 分 野

石油製品

国内販売・東アジア貿易・東南アジア貿易
燃料類、重油類、一般潤滑油・グリース、金属加工油、冷凍機油
ベースオイル、潤滑油添加剤、溶剤類油、金属洗浄剤（アロマフリー、イソパラ他）
アスファルト、プロセスオイル、エクステンダーオイル
その他：スラックワックス、流動パラフィン



第三事業部門

高機能素材事業部では、各種フィルム及びフィルム加工製品から、コーティング用樹脂、光
学・電材・印刷向け精密化学品（モノマー・有機酸・アルコール類等）及びフィラー（カー
ボンブラック・酸化チタン・CNT等）や、印刷材料（フレキソ印刷版・ネガフィルム等）を、
幅広い分野のお客様に提供しています。
これまで築いてきたパートナーとの良好な関係を活かし、素材や事業に我社機能を付加する
ことで、新たな価値を生み出し、世の中の課題解決に貢献致します。

高機能素材事業部

日本・中国及び東南アジア（ベトナム、タイ、インドネシア）等の国内外のネットワークを活かした
パートナーとの良好な関係や、これまで培ってきた高度な専門性・知識・ノウハウ・マーケティング
を強みとしております。
様々な分野において、お客様のニーズに最適な提案を行い、付加価値の高いサービスを提供致し
ます。

事 業 の 強 み

各種フィルム及びフィルム加工製品、印刷材料、コーティング原料、
光学・電材・印刷原料、他

担 当 分 野

提供：住友理工株式会社



第三事業部門

ポリマー原料（アクリル酸エステル類他各種モノマー類）や、ウレタン原料（汎用～特殊イ
ソシアネート・各種ポリオール類）を主軸として、各種コーティング用樹脂、溶剤・添加剤及
びフィラー（カーボンブラック・酸化チタン等）などの化学品原料全般を、塗料分野、製紙
薬品分野、粘接着剤分野、光学材料分野等へ幅広く販売展開しています。

機能化学品事業部

日本・中国に加え、東南アジア（ベトナム、タイ、インドネシア）、韓国等へのネットワークを活かし
市場の変化を的確に捉えながら、将来を見据えた商材発掘を進めています。また、国内外有力メー
カーの製品取扱いのみならず、多種多様な化学合成やブレンド・希釈等、商材そのものに機能を
付加するコーディネート力を強みとしています。

事 業 の 強 み

コーティング原料、粘接着剤原料、ウレタン・ゴム原料、製紙薬剤原料、
光学材料、他

担 当 分 野



第三事業部門

汎用樹脂からエンプラ、スーパーエンプラ、ＰＶＣコンパウンドやエラストマーなど広範囲に
取り扱っています。最近ではリサイクル樹脂、バイオプラスチック樹脂及びグローバル対応と
して海外樹脂原料に力を入れ拡充しています。
また、フォーム製品、FRP関連素材、プラスチック加工製品を各種需要業界へ展開しています。

合成樹脂事業部

日本・中国に加え東南アジア（ベトナム、タイ、インドネシア）、韓国などに販売ネットワークを構築
し、国内外で生じる市場の変化を捉え迅速に市場ニーズに対応しています。
幅広い合成樹脂原料の取り扱いだけでなく、プラスチック加工製品においては、製品設計・加工
手配まで対応するソリューションビジネスの展開を強みとしています。

事 業 の 強 み

汎用樹脂、エンジニアリングプラスチック、FRP、フォーム製品、粘着剤、
バイオプラスチック、プラスチック成型品等

担 当 分 野



電池材料事業部は、電池の循環チェーンを見える化し提供することで電池の総利用価値を高
め、低・脱炭素社会の実現に貢献することを目指します。

電池材料事業部

電池材料及び関連分野における事業投資と、日本・中国・東南アジアのネットワークを基盤とした
専門度の高いセールスでお客様・パートナー様の事業発展を支えてまいります。また、電池関連分
野の市場状況において独自調査に基づいた分析をご提供することで皆様の事業運営にお役立てい
ただいております。

事 業 の 強 み

リチウムイオン電池正極材・負極材・電解液・セパレーター及びそれらの原料・中間製品、
定置型・移動型電源システム用電池、その他電池製品・材料、
無煙炭及びその加工製品、石灰石及びその加工製品、他

担 当 分 野



自動車事業部は原料素材からIT、ハイテク、環境等広範な産業を裾野にもつ世界経済の基
幹を成す産業となっています。我社は、出資先である自動車部品メーカーを通じて環境に配
慮し、市場のニーズに応えるべく絶えず新しい技術に挑戦し、斬新な自動車部品を提供でき
る体制をもっています。内燃機関車から電動車への動きの中、自動車のコンセプトの変化に
対応した原料素材から自動車部品までを提供します。お客様へのソリューションの提供を通じ
て、共に持続的発展を目指していきます。

自動車事業部

我社は自動車部品産業に対し、国内外のネットワークを活用して、原料素材から自動車部品までを
提供します。
また、関連会社や出資先として日本国内外に加工拠点を有しています。

事 業 の 強 み

自動車部品全般（合成樹脂製品、加飾品、鋳造製品等）及び原材料
担 当 分 野

日本 群馬（クミ化成工場）、栃木（クミ化成開発センター）、鈴鹿（クミ化成）、
岐阜（金型工場）

中国 広州（提携工場並びに設計開発会社）、武漢（提携工場）
東南アジア・
南アジア

タイ（クミ化成工場、金型工場）、インドネシアスラバヤ（鋳造工場）、
インドクシュケラ（クミ化成工場）

北米 米国オハイオ州、アラバマ州（クミ化成工場）、カナダオンタリオ州（クミ化成工場）



〒100-8311 東京都千代田区丸の内三丁目3番1号
TEL. 03-3240-9011　FAX. 03-3240-9561

https://www.meiwa.co.jp/


